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１．現況整理 

（１）鉄道 

  ① 鉄道路線図 

市の中心はＪＲ東海道本線蒲郡駅周辺に発達している。 

ＪＲ東海道本線が東西方向に敷設され、都市間輸送を担っている。名鉄蒲郡線は、蒲郡駅と市の南部、西に隣接する西尾市など沿岸部の輸送を担っている。 

 

至 豊橋 

至 岡崎 

至 吉良吉田 
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 ②名鉄蒲郡線 吉良吉田～蒲郡間 輸送人員及び輸送密度の推移 

利用者の状況を以下に示す。 

通学目的の利用者は横ばいの状況だが、通院目的などの利用者が減少傾向にあり、 

総利用者数が減少傾向にある。 

出典：第６回名鉄西尾・蒲郡線対策協議会資料より 
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  ③名鉄蒲郡線駅別一日平均乗降人数の推移 

利用者数は概ね横ばいで推移している。

出典：第６回名鉄西尾・蒲郡線対策協議会資料より 
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（２）バス路線網 

 ①路線図 

   バス路線図を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 吉良吉田 

至 岡崎 

至 豊橋 
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 ②路選別利用状況 

ア）輸送系統別輸送実績 

 

 

 

 

 

 

 

   イ）運行系統別輸送実績及び平均乗車密度算定表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ）バス運行契約書に基づく蒲郡市単独補助路線補助金交付額計算書 
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 エ）路線バスに関する利用実績調査 

■ 名鉄バス東部 西浦豊橋線・西浜循環線停留所別利用者数             

出典）蒲郡市 総務部 データ 
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   ■ 西浦豊橋線（西浦温泉前～豊橋駅前）                     ■ 西浦豊橋線（西浦温泉前～豊橋駅前）

出典）蒲郡市 総務部 データ 
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  ■ 西浦豊橋線（豊橋駅前～西浦温泉前                        ■西浦豊橋線（豊橋駅前～西浦温泉前）

出典）蒲郡市 総務部 データ 
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（３）市内無料バスの日の状況 

   過去に蒲郡市の施策として行われていた、市内無料バスの日の結果を以下に示す。 

この日を定めた目的として、生活の利便性の向上と公共交通機関の利用促進を図り、地球温暖化防止と交通渋滞の緩和による排気ガスの現象など環境対策の一環として平成11年6月から始めている。 
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（４）ふれあい入浴送迎バス（毎週水曜日運行）の路線図と時刻表 

①ルート図 

ふれあい入浴送迎バスの時刻表とルート図を以下に示す。 ※時刻表に記載されているバス停のみ地図上にプロットした。道路等の詳細は不明。 

 

至 豊橋

至 岡崎 

至 吉良吉田 
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 ②時刻表 

  各ルートの時刻表を以下に示す。
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③利用者数 

 平成 23年度の利用者の状況を以下に示す。 
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蒲郡・塩津ルート
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 ④路線別利用者数の推移 

ア）形原・西浦ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ）蒲郡・塩津ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○蒲郡駅北口、新井ハイツ、府相町バス停での利用が多い。 

○その他バス停は、利用者が少ない結果となっている。 

○蒲サ入口、ＪＡ形原支店、金平支店、拾石信号東における利用者が多い。 

○一方稲生会館前、消防署西部出張所前においては、利用者が少ない。 
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三谷・大塚ルート
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  ウ）山間部ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エ）三谷・大塚ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○西大塚消防車庫、やま六うなぎ店前、弥生公園での利用が多い。 

○それ以外のバス停は利用者が少ない。 

○上青山信号北、五井町民会館、東京製鋼北バス停での利用が多い。 

○柏原ガード、山本集荷場前や中央公園北では利用者数が少ない。 
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（５）公共交通に対する市民意識 

公共交通に対する市民意識を以下に示す。 

①蒲郡市の関する満足度・重要度 

公共交通の利便性に関しては、市民の満足度は低い傾向にある。一方で、施策の重 

要性としては、重要性が高い位置にあることが確認できる。 

出典：第４次蒲郡市総合計画策定に関する市民意識調査報告書 
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  ②通勤・通学の際の主な交通手段 

 年齢別の通勤・通学時の交通手段を以下に示す。20 歳以下は、鉄道や自転車の利用

率が高い。前年例を通じて、自動車や二輪車の交通手段割合が高い。またバスは、60

歳代など一部の方のみの利用が中心と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 蒲郡市の悪い印象（前年齢別） 

蒲郡市の年齢別の不満点を以下に示す。労働や医療、福祉関係の場所の不足などに次

いで、交通の便が悪い点が挙げられていることより、市民の中にも公共交通の改善が求

められている。 

出典：第４次蒲郡市総合計画策定に関する市民意識調査報告書 

出典：第４次蒲郡市総合計画策定に関する市民意識調査報告書 
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（６）名鉄西尾・蒲郡線を取り巻く環境 

 ①名鉄西尾・蒲郡線（西尾駅～蒲郡）対策協議会と協議事項 

ア）設立の目的 

名鉄西尾・蒲郡線対策協議会は西尾駅から蒲郡駅間の公共交通機関として利用促進

を図るとともに、費用削減などの維持存続にむけての利用促進・経費削減を検討し実

施することを目的に、平成 17年 12 月 20 日に設立された。 

 

イ）構成団体 

当協議会の構成団体は、(1)西尾市名鉄西尾・蒲郡線応援団、(2)市民まるごと赤い

電車応援団（蒲郡市）、(3)東幡豆名鉄電車存続のための利用促進の会、(4)がまごお

り市民まちづくりセンター、(5)西尾市ＰＴＡ連絡協議会（小中学校）、(6)蒲郡市小

中学校ＰＴＡ連絡協議会、(7)西尾市商工会議所、(8)蒲郡商工会議所、(9)西尾幡豆青

年会議所、(10)蒲郡青年会議所、(11)西尾市観光協会、(12)蒲郡市観光協会、(13)愛

知県、(14)西尾市、(15)蒲郡市である。また、名古屋鉄道(株)と中部運輸局は、オブ

ザーバーとして参加している。 

 

ウ）協議事項 

協議会の開催状況と取り組み内容を簡潔にまとめる。 

１、第１回協議会（平成 18年 4月 6日） 

   ・協議会の立ち上げ。 

   ・協議会幹事会において実施してきた利用促進への取組み状況に関する確認。 

 

２、第２回協議会（平成 20年 3月 27日） 

   ・取組みについての再確認。 

 

３、第３回協議会（平成 20年 10月 15日） 

   ・名鉄による西尾蒲郡線の課題の報告。 

   ・課題の報告に対する協議会の出席自治体の意見の展開。 

    

４、第４回協議会（平成 21年 1 月 16日） 

   ・対策協議会の合意形成 

   ＜合意形成内容＞ 

   ・名鉄西尾・蒲郡線（西尾駅～蒲郡駅）は、沿線市町の地域公共交通体系にとって

必要不可欠なものであり、その存続問題に対する対応策の調査、協議を行うため、

沿線市町に加え、広域的な見地からは愛知県に、また情報分析や研究推進の観点

からは国に、それぞれ参加要請を行うなど、組織の充実を図り、新たな対策協議
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会の体制で具体的協議を進めるものとする。 

 

５、第５回協議会（平成 21年 3 月 27日） 

   ・大量輸送機関の特性を発揮できないほどの利用者の少ない状況を根本的な課題の

解決には未到達。 

 

６、第６回協議会（平成 21年 9 月 29日） 

・沿線各市町からの旅客取組みに向けた対応策の紹介。 

 ・名鉄西尾・蒲郡線についての確認。 

 

７、第７回協議会（平成 22年 3月 29日） 

   ・鉄道利用状況や沿線の利用実態、利用促進策などの施策をとりまとめた。 

   ・利用状況に関する報告書を平成 22年 10 月までに取りまとめ、平成 23年度中に活

性化計画を策定する予定である。 

 

８、第８回協議会（平成22年 11月 10日） 

・名鉄西尾・蒲郡線の維持・存続のために支援策の具体的な利用促進策を検討する。 

・1点目は、線路や電路の構築物の費用を支援する。 

    ・2点目は、西尾市蒲郡市が3年間に渡り2億5千万円を支援する。 

 

②協議会を踏まえた対応策など 

 対策協議会としては、沿線自治体による補助により、名鉄西尾･蒲郡線を維持確保す

ることとしている。平成25年度までの主な施策は以下のとおりである。 

・施策1：線路や電路の構築物の費用を支援する。 

・施策2：西尾市蒲郡市が3年間（平成23年度～25年度）に渡り総額2億5千万円を支

援する。 

    ・施策3：平成25年度以降の事業支援については、あらためて協議を行う。 
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＜参考 愛知県ホームページ 名鉄西尾・蒲郡線の維持＞ 

名鉄西尾・蒲郡線（西尾～蒲郡間）については、沿線 4市町（西尾市、蒲郡市、旧幡豆郡

吉良町及び旧幡豆郡幡豆町）が中心となった名鉄西尾・蒲郡線対策協議会において、平成

17 年から存続に向けた協議が進められてきました。 

 協議の結果、三河南部地域の生活交通に必要不可欠な名鉄西尾・蒲郡線を道路と同様の

社会基盤として捉え、沿線 2市（旧幡豆郡 3町と合併後の西尾市と蒲郡市）は、鉄道施設

保有に係る費用の一部を負担すること、また、愛知県、名鉄と協力して、沿線の住民団体、

小中高等学校又は企業などと連携を図り、各種イベントの開催、啓発活動、駅周辺環境の

整備などを行い、利用促進に努めることなどが合意されました。 

 西尾・蒲郡線は、沿線地域住民の生活の足であると同時に、三河南部地域の重要な交通

インフラであることから、本県も路線維持の取組みに協力しています。 

名鉄西尾・蒲郡線
（西尾駅～蒲郡駅間）の概要

営業キロ 27.3km

駅数 13駅

基本ダイヤ 2本/時

出典）愛知県交通対策課 

蒲郡市企画広報課 

平成 22 年の実績/目

標は 99.4％ 、同平成

23年は 97.9％と目標

には届いていない。 
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２．タクシーチケットの利用状況から見た蒲郡市内の利用状況 

（１）タクシーチケットの概要 

   タクシーチケットの利用概要を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

（２）平成 23年度タクシーチケットの利用状況 

 平成 23年度のタクシーチケットの利用状況を以下に示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜タクシーチケットの概要＞ 
■対象者：市内に住民登録のある満 70 歳以上の方 
■交付枚数：100 枚／人・年間 
■割引区間：発地・着地ともに蒲郡市内の場合 
■割引率：3割（タクシー会社 1割、市 2割） 
■利用方法：タクシー乗車の際に、タクシー乗務員に住民基本台帳カードを提示し、高

齢者割引タクシーチケットに必要事項を記載する。 

出典：蒲郡市提供資料 
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高齢者割引タクシーチケット発行者数
町名 発行冊数
三谷町 672
形原町 465
竹谷町 211
豊岡町 201
水竹町 182
三谷北通 169
西浦町 170
大塚町 149
御幸町 131
鹿島町 127
中央本町 120
金平町 94
本町 87
清田町 83
神明町 77
栄町 73
新井町 68
府相町 66
宝町 56
元町 56
八百富町 54
拾石町 54
宮成町 49
蒲郡町 48
竹島町 47
松原町 47
緑町 47
神ノ郷町 45
平田町 39
形原町北浜 35
港町 33
上本町 26
五井町 20
旭町 20
丸山町 19
一色町 19
柏原町 18
形原町春日浦 17
新井形町 16
西迫町 9
坂本町 8
堀込町 4
相楽町 1
海陽町 0
浜町 0
合計 3,932

672

465

211

201

182

169

170

149

131

127

120

94

87

83

77

73

68

66

56

56

54

54

49

48

47

47

47

45

39

35

33

26

20

20

19

19

18

17

16

9

8

4

1

0

0
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三谷町

形原町

竹谷町

豊岡町

水竹町

三谷北通

西浦町

大塚町

御幸町

鹿島町

中央本町

金平町

本町

清田町

神明町

栄町

新井町

府相町

宝町

元町

八百富町

拾石町

宮成町

蒲郡町

竹島町

松原町

緑町

神ノ郷町

平田町

形原町北浜

港町

上本町

五井町

旭町

丸山町

一色町

柏原町

形原町春日浦

新井形町

西迫町

坂本町

堀込町

相楽町

海陽町

浜町

（３）チケット発行者の内訳（全体） 

平成２３年度のタクシーチケット発行者の居住地と年齢構成を以下に示す。 

 ①町名別のタクシーチケット発行者数 
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年齢（交付時）発行冊数
70 265
71 208
72 182
73 232
74 236
75 261
76 264
77 271
78 257
79 252
80 228
81 232
82 200
83 169
84 147
85 114
86 109
87 94
88 58
89 48
90 29
91 33
92 18
93 7
94 5
95 9
96 1
97 0
98 1
99 2

合計 3,932

265
208

182
232
236

261
264
271

257
252

228
232

200
169

147
114
109

94
58
48

29
33

18
7
5
9
1
0
1
2

0 50 100 150 200 250 300

70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

年
齢

発行冊数

②年齢別のタクシーチケット発行者数（全体） 

 年齢別のタクシーチケットの発行数を以下に示す。 

70 代の方を中心に発行冊数が多い状況となっている。 
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（４）タクシーチケットの入力 

①月別のチケット利用数 

 タクシーチケット入力の対象月の各日の利用者数を以下に示す。 

平日は 1日当たり 100 人～150 人程度の利用が見られる。一方土休日は、やや利用

者数が低下し、1日当たり 100 人前後の利用状況となっている。 

 

 

 

 

平成 23 年 5 月の利用者数 平成 23 年 8 月の利用者数 平成 24 年 2 月の利用者数 
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②タクシーチケットの処理の仕方 

本来チケットに記載されている情報とデータ変換の流れを以下に示す。 

チケットに記載されている情報 

乗車降車場所より、蒲郡市内の町丁目デ

ータに変換作業を行った。 

作業１：チケットデータの入力 

作業２：入力された乗降データより町丁目やゾーンへの分類 

 

ゾーン分けしたデータ 

  ○居住地のゾーン 

  ○乗車地のゾーン（発地ゾーン） 

  ○降車地のゾーン（着地ゾーン） 
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（５）ゾーン割の分類 

 ①ゾーン図  

蒲郡市内の町丁目を以下のようにゾーン分けした。 

 特に、都市計画マスタープラン、総合計画などに地区分け、校区分けが無いため、以

下のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

ゾーンの検討に当たっては、以下の点を考慮した。 

１．町丁目２つほどを 1ゾーンとした。 

２．道路の整備状況を考慮しゾーンをまとめた。 

ゾーン１：西浦町 

ゾーン２：形原町、金平町 

ゾーン３：一色町、拾石町、鹿島町 

ゾーン４：西迫町、竹谷町 

ゾーン５：栄町、港町 

ゾーン６：松原町、竹島町、丸山町 

ゾーン７：緑町、御幸町、旭町、宝町、宮成町、蒲郡町 

ゾーン８：中央本町、本町、元町、神明町、堀込町、府相町、新井町、八

百富町、新井形町、上本町 

ゾーン９：清田町、坂本町、神ノ郷町、水竹町 

ゾーン１０：豊岡町、五井町、平田町 

ゾーン１１：三谷町、三谷北通 

ゾーン１２：相楽町、大塚町、海陽町 

ゾーン１３：浜町（人口居住なし） 

図 ゾーン図割り 
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②ゾーン居住者人口 

ゾーンの高齢化率とチケットの所有率を以下に示す。 

  以下表の高齢化率はタクシーチケットの配布年齢にあわせ、70 歳以上の年齢を高齢者

と定義している。 

 

出典：人口、及び年齢別の人口は

平成 24年 4月 1日のデータ図 ゾーン図割り 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１（N=197)

ゾーン２(N=1,113)

ゾーン３(N=440)

ゾーン４(N=637)

ゾーン５(N=996)

駅南アピタ(N=263)

厚生館病院(N=122)

ゾーン６(N=533)

ゾーン７(N=1,286)

ゾーン８(N=2,443)

ゾーン９(Ｎ＝739)

フィール(N=50)

ゾーン１０(N=1,910)

市民病院(N=1,117)

ゾーン１１(N=2,353) 

ドミー(Ｎ＝89)

ゾーン１２(N=343)

深志病院(N=95)

ゾーン１３(N=8)

蒲郡駅(N=1,078)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 厚生館病院 ゾーン６ ゾーン７

ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院 ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院

ゾーン１３ 蒲郡駅 不明

（６）移動の様子 （３ヶ月間の合計値） 

    タクシーチケット３か月分の移動の様子を以下に示す。居住地に関わらず、ゾーン間の移動数を示している。 

  また、ゾーン５、ゾーン９、ゾーン１０、ゾーン１１、ゾーン１２に関しては、地域内に商業施設や医療施設が含まれており、全体数と内数を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着地のゾーン 

発
地
の
ゾ
ー
ン 

図 ゾーン図割り 
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（７）居住地ゾーン別の平均利用額 

     居住地別ゾーンの曜日別の外出傾向を以下に示す。月曜日、木曜日、金曜日の移動 

が多い。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１(N=403)

ゾーン２(N=1,609) 

ゾーン３(Ｎ=587)

ゾーン４(N=856)

ゾーン５(N=521)

ゾーン６(N=487)

ゾーン７(N=1,430)

ゾーン８(Ｎ=2,316)

ゾーン９(N=1,403)

ゾーン１０(N=1,072)

ゾーン１１(N=3,312)

ゾーン１２(Ｎ=404)

日 月 火 水 木 金 土 不明

図 ゾーン図割り 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１(N=403)

ゾーン２(N=1,608)

ゾーン３(N=587)

ゾーン４(N=856)

ゾーン５(N=521)

ゾーン６(N=485)

ゾーン７(N=1,430)

ゾーン８(N=2,316)

ゾーン９(N=1,403)

ゾーン１０(N=1,072)

ゾーン１１(N=3310)

ゾーン１２(N=404)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円 350～400円 400～450円

450～500円 500～600円 600～700円 700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～
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ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

ゾーン５

ゾーン６

ゾーン７

ゾーン８

ゾーン９

ゾーン１０

ゾーン１１

ゾーン１２

総計

（８）居住地ゾーン別の運行補助経費 

  居住地別ゾーンの平均補助金額（蒲郡市負担金額）を以下に示す。 

 200 円までの負担額が全体の半数近くを占めている。ゾーン 3 の地域は、200 円～300 円負

担の移動（実際はタクシー料金で 1,000 円～1,500 円の移動）割合が多く見受けられる。 

 積み上げ曲線ベースでも市の西端と東端ゾーンでは、運行補助費が高くなっている。（利

用者の自己負担額が高くなっている。） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１(N=403)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１(N=403)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１(N=403) 

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

（９）居住地ゾーンベースの外出特性 

① ゾーン１の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン１の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

    

 

 

 

 

ィ）主な行き先ゾーン 

  

  

  

  

  

  

  

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 ・ 

 

 

 

 

 

 

○ゾーン１．ゾーン２への移動割合が多く見られる。 

○蒲郡市民病院への移動割合も１割程度見られる。 

○蒲郡線西浦駅 

○ユトリーナ蒲郡 

○西浦温泉 各旅館 

○補助費が 200 円以下の割合が 4割程度となっている。 

○700 円程度の補助割合も 1割程度見られる。（市民病院への移動と考えられる。） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン２(N=1,609) 

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン２(N=1,609) 

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン２(N=1,608)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

②ゾーン２の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン２の方の外出状況を以下に示す。 

 ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

イ）主な行き先ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

○蒲郡線形原駅 

○ヤマナカ（商業施設） 

○たつみ（商業施設） 

○コメリ（商業施設） 

○公園グラウンド 

○形原温泉 各旅館 

○形原眺海園 

○ゾーン２内部間への移動割合が多く見られる。 

○蒲郡市民病院への移動割合も１割程度見られる。 

○ゾーン２内部間への移動割合が多く見られる。 

○蒲郡市民病院への移動割合も１割程度見られる。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン３(Ｎ=587)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン３(N=587)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン３(N=587)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

 

③ゾーン３の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン３の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

○蒲郡線三河鹿島駅 

○ペイシアカインズホーム 

○蒲郡ショッピングセンター 

○ゾーン２への移動割合が多く見られる。 

○ゾーン７、ゾーン８への移動割合が多く見られる。 

○補助額が 300 円以内の割合が約８割程度を占めている。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン４(N=856)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン４(N=856)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン４(N=856)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

 

④ゾーン４の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン４の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 
○ＪＲ線三河塩津駅 

○蒲郡線競艇場前駅 

○蒲郡競艇場 

○ジャスコ 

○カーマ 

○補助金額が 300 円以内となる割合が約８割となっている。 

○ゾーン３、ゾーン７、ゾーン８への移動が多く見られる。 

○ゾーン１、ゾーン２方面への移動は少ない。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン５(N=521)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン５(N=521)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン５(N=521)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

 

⑤ゾーン５の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン５の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数（居住者の移動データ） 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

 

○ＪＲ、名鉄線蒲郡駅南口（集計上除く） 

○アピタ（集計上除く） 

○商工会議所 

○蒲郡市民会館 

○厚生館病院 

○ゾーン５内部の移動、ゾーン８への移動が多くなっている。 

○近距離の蒲郡駅の移動も見られる。 

○移動全体が、比較的近距離であることが分かる。 

○補助額が 300 円以内の割合が約 9割を占めている。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン６(N=487)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン６(N=487)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン６(N=485)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

 

⑥ゾーン６の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン６の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

○竹島ショッピングセンター 

○竹島水族館 

○蒲郡温泉郷 

○ゾーン８、ゾーン９、蒲郡市民病院への移動が多くなっている。 

○ゾーン１２（三谷）方面の移動も散見される。 

○補助額が 300 円以内の割合が約９割を占めている。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン７(N=1,430)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン７(N=1,430)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン７(N=1,430)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

 ⑦ゾーン７の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン７の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

○蒲郡市役所 

○市民体育センター 

○市立図書館 

○ゾーン７、ゾーン８、ゾーン９、市民病院への移動割合が多くなっている 

○蒲郡駅への移動もみられる。 

○ゾーン４以西への移動は殆ど見られない。 

○補助額が 150 円以内の割合が約 5割を占めている。 

○補助額が 300 円以下の割合は 9割を超えている。 

 →ゾーン全体の移動距離が短いため、補助費が安く上げられる。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン８(Ｎ=2,316)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン８(N=2,316)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン８(N=2,316)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

⑧ゾーン８の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン８の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

○蒲郡駅北口 

○勤労福祉会館 

○サンヨネ（商業施設） 

○蒲郡クリニック 

○ゾーン７、ゾーン８、蒲郡市民病院、蒲郡駅への移動が多くなっている。 

○移動全体が、比較的近距離であることが分かる。 

○補助額が 150 円以内の割合が約 5割を占めている。 

○補助額が 300 円以下の割合は 9割を超えている。 

 →ゾーン全体の移動距離が短いため、補助費が安く上げられる。 

○補助額が 300 円以内の割合が約 9割を占めている。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン９(N=1,403)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン９(N=1,403)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン９(N=1,403)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

⑨ゾーン９の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン９の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

 

○中央公園 

○ＪＡ 

○フィール（商業施設） 

○ゾーン８、ゾーン９、蒲郡市民病院、ゾーン１１への移動が多くなっている。 

○ゾーン４以西への移動は少なくなっている。 

○補助額が 150 円以内の割合が約４割を占めている。 

○補助額が 300 円以下の割合は 9割を超えている。 

 →ゾーン全体の移動距離が短いため、補助費が安く上げられる。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１０(N=1,072)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１０(N=1,072)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１０(N=1,072)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

⑩ゾーン１０の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン１０の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

 

○蒲郡市民病院 

○五井眺海園 

○とよおか湖公園 

○五井の郷 

○ゾーン８、ゾーン９、蒲郡市民病院、蒲郡駅への移動が多くなっている。 

○ゾーン４以西への移動は少なくなっている。 

○補助額が 150 円以内の割合が約 2割を占めている。 

○補助額が 300 円以下の割合は 9割を超えている。 

 →ゾーン全体の移動距離が短いため、補助費が安く上げられる。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１１(N=3,312)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１１(N=3,312)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１１(N=3,310)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

 ⑪ゾーン１１の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン１１の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

 

 

○ゾーン８、蒲郡市民病院、ゾーン１１、ゾーン１２への移動が多くなっている。 

○ゾーン４以西への移動は少なくなっている。 

○補助額が 150 円以内の割合が約４割を占めている。 

○補助額が 300 円以下の割合は 9割を占めている。 

 →ゾーン全体の移動距離が短いため、補助費が安く上げられる。 

○三谷温泉 

○三河三谷駅 

○ドミー 

○三谷漁港 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１２(Ｎ=404)

日 月 火 水 木 金 土 不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１２(Ｎ=404)

ゾーン１ ゾーン２ ゾーン３ ゾーン４ ゾーン５ 駅南アピタ 再生館病院

ゾーン６ ゾーン７ ゾーン８ ゾーン９ フィール ゾーン１０ 市民病院

ゾーン１１ ドミー ゾーン１２ 深志病院 ゾーン１３ 蒲郡駅

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゾーン１２(N=404)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

⑫ゾーン１２の居住者の外出特性 

居住地ゾーンがゾーン１２の方の外出状況を以下に示す。 

ア）曜日別移動数 

 

 

 

 

 

  イ）行き先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ）負担費用（市の運行費補助負担額） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ）ゾーン内の主な施設 

 

 

 

 

 

○ゾーン８、ゾーン９、蒲郡市民病院、ゾーン１１への移動が多くなっている。 

○ゾーン４以西への移動は少なくなっている。 

○補助額が 150 円以内の割合が約 3割を占めている。 

○補助額が 300 円以下の割合は 9割を占めている。 

 →ゾーン全体の移動距離が短いため、補助費が安く上げられる。 

○ラグーナ蒲郡 

○三河大塚駅 

○蒲郡深志病院 

○寿楽荘 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゾーン１(N=403)

ゾーン２(N=1,609）

ゾーン３(N=587)

ゾーン４(N=856)

ゾーン５(N=521)

ゾーン６(N=487)

ゾーン７(N=1,430)

ゾーン８(N=2,316)

ゾーン９(N=1,403)

ゾーン１０(N=1,072)

ゾーン１１(N=3,312)

ゾーン１２(Ｎ=404)

総計(N=14,400)

同一人物の同一の複数移動数 単一移動

 （１０）チケットの 1日あたりの複数回利用状況 

   タクシーチケットの同一人物のタクシーチケットの利用状況を以下に示す。 

  ゾーン１、２、１０などは同日に利用している（同日に複数回利用している）。一方

で、市中心部に近いゾーンについては往復利用者数の割合が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 ヶ月合計 

図 ゾーン図割り 
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（１１）タクシーチケットの月別の利用状況 

ゾーン１、ゾーン２など、中心部から遠い地域では 1人あたりの利用回数が少なくな

っている（1人の方の利用率が低い）。 

またゾーン５からゾーン９など蒲郡市中心部へ近いゾーンは、1 人あたりの利用回数

が多い傾向が見られる。 

※ ゾーン１、ゾーン２の方は、月平均４回前後利用しており、（１０）より往復利用者が大半を占
めているため、タクシーチケットを用いて平均月２回移動している可能性がある。 

図 ゾーン図割り 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

70～74歳(N=3,604)

75～80歳(N=4,624) 

80～85歳(N=3,935)

85～90歳(N=1,760)

90～95歳(N=421)

95～100歳(N=51)

100～150円 150～200円 200～250円 250～300円 300～350円

350～400円 400～450円 450～500円 500～600円 600～700円

700～800円 800～900円 900～1,000円 1,000円～

（１２）年齢別の運行補助費用 

 年齢が低い方が運行補助費が高い傾向があり、自宅から遠い場所まで移動をしてい

る傾向にある。また、加齢に伴い、移動費用が少なくなる傾向が見られるため、移動

の際に長距離を移動しなくなる可能性がある。 
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1649.6
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ゾーン１

ゾーン２

ゾーン３

ゾーン４

ゾーン５

ゾーン６

ゾーン７

ゾーン８

ゾーン９

ゾーン１０

ゾーン１１

ゾーン１２

全体平均

（１３）ゾーン別の平均支払額 

 ゾーン１やゾーン２、ゾーン１２など蒲郡市の東西両端部地域からの移動費用は高

くなる傾向にある。 

  

 

 

図 ゾーン図割り 

※各ゾーンの市の補助金負担額の平均値を負担割合である 20％（0.2）で割り戻して

計算している。 

円
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３．今後の検討 

（１）公共交通に関する課題 

 ①名鉄線の存廃問題 

  名鉄西尾・蒲郡線は利用者の低迷が続いており、沿線自治体の支援が必須の状況と 

なっている。前章にまとめたように、蒲郡市や西尾市が補助費を投入しているため、

存続の意向があると考えられる。沿線の蒲郡市、西尾市には存続を求めた応援団が活

動している。 

 次年度以降検討する新たな公共交通が、長距離輸送のような運行形態になると名鉄

線の利用者を奪いかねない状況も懸念される。今後検討する新たな公共交通について、

このような運行エリアや運行頻度にも配慮をする必要があると考えられる。 

 

 

  

市のホームページによる名鉄蒲郡線応援団の紹介 
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②現状のバスのサービス水準、利用者数の減少 

  現状の路線バスのサービス水準（運行本数・運行エリア）は低く、利用者も少ない

状況が続いている。現在、利用者は減少傾向が続いており、路線の存続的な問題の検

討も考慮してゆく必要性がある。 

  また、豊橋駅と西浦を結ぶ名鉄バス東部の西浦豊橋線の運行廃止問題も懸念されて

いる。 

 

③限定的なネットワーク 

  鉄道やバスを利用した場合、三河湾沿岸部の移動は鉄道やバス等を使用して可能で

あるが、海岸と山間部方面への移動が基本困難と考えられる。 

  蒲郡市は、官公庁施設が蒲郡駅周辺に集中しているが、一部病院などの医療機関や

大型商業施設などは郊外部に立地している場合も見られるため、このような施設への

足の確保を今後検討しておく必要がある。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
至 吉良吉田 

至 岡崎 

至 豊橋 
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④鉄道駅へのアクセス交通 

 タクシーチケットの一部利用者は、自宅から駅への移動（アクセス交通）または駅

から自宅への移動（イグレス交通）が多く見られる。 

 特に蒲郡市中心部から遠いゾーン１やゾーン２のタクシーチケット利用者は、自宅

から名鉄蒲郡線の駅までタクシーを使用し、鉄道へ乗換え、その後鉄道で蒲郡駅まで

移動し、蒲郡駅で再びタクシーを利用する行動が見受けられる。同様な移動の形態は

豊川市境とのＪＲ三河大塚駅周辺や JR三河三谷駅周辺でも見られる。タクシーチケッ

トを用いて、自宅と鉄道駅のアクセス、イグレス交通に利用されている可能性が考え

られる。 

 

（２）タクシーチケットの利用状況 

①地域による公平性の観点の違い（限定された利用） 

 ゾーン１、ゾーン２など蒲郡市西端部は蒲郡市中心部まで地理的に遠く、蒲郡市中

心部へタクシーチケットを用いた移動回数などは、運賃の面から考えて移動回数が制

約される可能性が高い。 

 一方、蒲郡駅周辺など市の中心部の居住の場合は、公共施設や商業施設が集積して

いる地域となるため、タクシーを利用した場合でも、自宅からの移動のための金額は

少なくて済む。 

したがって、現在のタクシーチケット制度では、居住地域によって不公平性がある

と考えられる。 

 

②行政負担と利用者負担 

 現在のタクシーチケットは蒲郡市が年間約1,300万円の運行補助費を支払っている。

検討した後、導入可能性のあるコミュニティバスは、時刻表やルートが設定されてお

り利用者がいない運行も行わなければならないため、行政の負担額としては蒲郡市の

負担が大きくなる可能性が高い。 

さらに、補助の効率性を見ると、現在のタクシーチケットの配布による公共交通の

維持・確保の場合、利用者が使用した運賃に対して運行補助を支払えばよいため施策

としては補助率が高い。一方で、コミュニティバスを運行した場合、先述したように

利用者がいない場合も運行する必要があり市の補助率がタクシーチケットの場合より

も低くなることが想定される。 

ただし、利用者の費用負担面という側面から判断するとコミュニティバス 1 回あた

りの運賃が 100 円から 200 円くらいの自治体が多いため、軽減される可能性が高い。 

今後、公共交通の運行形態を検討する中では、運行補助費と運行エリア、運行地域

の特徴やニーズを把握して決定する必要がある。 
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③バスとタクシーの比較 

ア）車体の大きさ 

  運行する車体の大きさによる分類を以下に示す。路線バスのサイズの車両はワゴン

タイプや普通乗用車サイズよりも大量輸送性に優れているが、運行経費が高いのと幅

員が狭い道路の運行は難しい。一方で普通乗用車タイプは逆で大量輸送性には優れな

いが、運行経費が安くドアトウドアの輸送に適している。 

 

 ⅰ路線バス（小型） ⅱワゴンタイプ ⅲ普通乗用車 

車両イメージ 

  
車両 
サイズ 大 中 小 

車両定員 
乗車定員は23～28人 
（＋乗務員1人） 

最大14名 
（＋乗務員1人） 

最大4名 
（＋乗務員1人） 

運行経費 高 中 低 

 

イ）運行形態に関する違い 

バス（定時定路線型運行を想定）とタクシー（デマンドを想定）の特徴を以下に示す。 

 

 コミュニティバスの特徴 タクシーの特徴（タクシーチケット） 

行
政
の
視
点 

＜長所＞ 

○地域の骨格を担う公共交通の確保。 

○大きな需要があった場合、大量輸送が

可能である。 

＜短所＞ 

○維持費がかかる。 

○路線の廃止時に課題が残る。 

＜長所＞ 

○細街路まで、運行をすることが可能。

○需要がない場合は運行しないため、コ

スト削減につながる。 

＜短所＞ 

○大量輸送が難しい。 

○オペレーターなどの配車担当が必要。

利
用
者
の
視
点 

＜長所＞ 

○バス停に行けば移動が可能であるとい

う安心感がある。 

＜短所＞ 

○バス停に行かなければ、利用が出来な

い。 

＜長所＞ 

○自宅の前まで送迎が可能。 

＜短所＞ 

○大きな需要に対応が出来ない。 

○事前登録などが必要な場合がある。 
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（３）生活交通確保の方策 

①交通空白地域の存在 

 蒲郡市は、可住地域が沿岸部地域に形成されており、鉄道網やバス路線網もそのエ

リアに整備されている。したがって、蒲郡市の中に交通空白地域は存在するが、バス

停勢圏は可住地域の大半を占めており、これらにかからない地域は山間部のわずかな

地域に限られている。 

 このような地域の移動手段を確保しながら、効率的な運行とするため検討を進める

必要がある。 
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②高齢化社会 

 蒲郡市の高齢化の状況を以下に示す。 

高齢者人口が年々増加している傾向が見られており今後、高齢者が増え移動制約者

の増加が予想されるため、市の総合計画にも記載されているように、今後、公共交通

の必要性を検討しておく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

出典：蒲郡市統計資料 
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（４）市民ニーズと満足度 

①主要施設の立地状況 

   蒲郡市の主要施設（官公庁施設、商業施設、医療施設）の立地状況を以下に示す。 

  主要な施設は、JR線や名鉄線や道路に沿って立地している。 

   各ゾーン内には基本的に商業施設や医療施設があるため、日常的な生活に支障をき 

たす事は少ないと考えられる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ニーズの状況 

   ①で示した商業施設または医療施設は、周辺地域の核と成る大規模な施設が中心で

あるため、多くの来訪者が想定される。実際に、上記の３つの病院（蒲郡市民病院、

厚生館病院、深志病院）と商業施設の数箇所(アピタ、イオン、カインズホーム、ドミ

ーなど)は、2 章のタクシーチケットの利用状況も多い施設であったため、多くの利用

者ニーズが想定される。 

図）施設の立地状況 
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②継続的な生活状況など 

   ア）蒲郡市の住みやすさ 

  40 代以上の方は半数程度の方は住みやすいという回答結果になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ）今後の居住意向（年齢別） 

  半数以上の方は住み続けたいと回答されているが、若年層は“いずれは転居をし 

たい”という意見が多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：第４次蒲郡市総合計画策定に関する市民意識調査報告書 

出典：第４次蒲郡市総合計画策定に関する市民意識調査報告書 
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ウ）蒲郡市の悪い印象（年齢別） 

   蒲郡市の悪い印象として、全年代を通じて、鉄道や交通の便が悪いという意見が多

い。そのため、今後公共交通の確保は急務の課題と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  エ）通勤通学の対応状況 

 鉄道・バス共に、通勤・通学時間帯は運行本数が多く確保されており、生徒または

学生の通学対応などは可能と考えられる。 

 しかし、昨今は名鉄西尾・蒲郡線の存廃問題が取り上げられており、今後の進捗に

より、交通不便者などが生じることが危惧される。 

こうした交通不便者は生徒または学生は運転免許証を所有していないケースが多い

と考えられるため、適切に公共交通を維持していくことを検討しておく必要がある。 

出典：第４次蒲郡市総合計画策定に関する市民意識調査報告書 
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（５）持続可能な公共交通 

持続可能な公共交通を目指した施策を以下に示す。 

①地球環境に配慮した交通体系 

 市の総合計画には、美しい自然を未来につなぐまちづくりとして、公園緑地整備や

環境保全に注力するとなっている。また、公共交通の維持に関しても、環境問題に配

慮した公共交通体系を考慮しておく必要がある。 

 

 

②行政負担のあり方 

蒲郡市の年間運行負担経費は増加の傾向を見せており、交通空白地域の解消及び都

市基盤と位置づける公共交通の維持確保を目指すが市の財政状況は厳しい可能性が高

いため、効率的な補助負担を検討する必要がある。 

 

 

③市民の意識 

先述のように、市民及び利用者は公共交通の印象は悪いものとなっている。 

ただし、公共交通といっても、ア）行きたい場所への運行がないことへの不満か、イ）

運行時間帯に関する不満か、ウ）運賃に関する不満か、エ）広報が不足などによる、

交通を知らないことへの不満か、などどのような項目対して不満が大きいか分かりに

くい状況にある。 

そのため、次年度以降に、利用実態調査などを行い市民の移動特性や公共交通に対

する不満などを把握しておく必要がある。 
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④運行システムの検討（デマンド運行形態） 

デマンド運行の中には、路線を持ち利用者の需要によってその運行が出発する路線

デマンドや運行する範囲だけ決まっておりその中で需要を見ながらその都度路線を

決めていくようなエリアデマンドという運行形態が見られる。 

   以下に、それぞれの特徴を示す。 

 

 路線デマンド エリアデマンド（起終点固定） 

運行 

イメージ 

  

運行形態 

・定時定路線で運行し、予約が入った
ときに、やや経路をはずれ迂回しな
がら運行する。 

・相乗りがしやすいので、効率的な運
行が可能となる。 

・起点と終点を決定し、おおよその移
動の方向性が有る地域に適する。 

・相乗りによる効率的な運行は難しく
なる。 

運行経費 
・需要がない路線は運行しないため、
経費が安く抑えられる可能性があ
る。 

・需要がない路線は運行しないため、
経費が安く抑えられる可能性があ
る。 

特徴 

・主たる道路沿線にある程度多くの需
要発生がまとまって存在する場合に
適する。 

・デマンド交通でいける運行エリアの
設定が難しくなる。（タクシー事業
者とのすみわけなどが必要） 
・エリアを広くしすぎると、運行経費
が高くなる。 

・需要がある程度広範囲に分散し、需
要が少ない場合に適する。 

※ 利用者が極端に少ない場合や乗車率が低い場合は、デマンド型の乗合サービスを提

供する必要性が乏しいと考えられるため、タクシー券の配布なども検討可能。 

本線 

迂回経路 

起点 

終点
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（６）今後の検討の方向性 

① 公共交通計画の必要性 

ア）市民のニーズの把握 

 タクシーチケット利用者の動きを集計分析した中で、タクシーチケット利用者のお

よその行動実態は把握した。しかし、チケットには移動時間帯などが記録されておら

ず、移動実態の全ての把握が困難な点や移動に関する利用者自身の意思や考え方が不

明な点、また費用負担面からも移動の実態を把握するには不足する項目も多く、蒲郡

市の今後の公共交通を検討する基礎資料としては、至らない点がある。また、タクシ

ーチケット利用者は 70歳以上の市へ申請した方のみの移動実態が判明するので、その

他の高齢者や生徒・児童など自動車が運転できない移動困難者全ての移動実態が反映

されているわけではない。 

 次年度以降に市民全体にアンケートなどを行い、移動実態などを把握しておく必要

がある。 
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イ）交通不便地域への対応 

 第 4次総合計画にも示したように、交通不便地域への対応が検討される。 

 市内の各バス停より、半径 1,000 メートル（1 キロメートル）の半円を引いた図を、

以下に示す。市北部の山間部と三谷駅北部、形原・大塚地区の山側周辺に交通空白地

域が見られる。 

 こうした地域の移動の足を確保を目標として、ニーズや移動量を把握するために調

査を行い、運行形態を判断する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤線  バス停半径 500ｍ 

紫線    〃 1,000ｍ 
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ウ）地域公共交通確保維持改善事業の補助事業の活用 

国土交通省の地域公共交通確保維持改善事業の補助事業に関する説明を以下に示す。 

■ 陸上交通の確保維持事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ 補助対象とする地域間幹線系統の要件 
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■ 補助対象とする地域内フィーダー系統の要件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ 補助対象とする地域内フィーダー系統の要件（イメージ） 
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エ）名鉄線の存廃問題も踏まえた生活交通確保対応方法 

 名鉄線の主な利用者は沿線の高等学校へ通う通学者が大半を占めているため、学

生・生徒・児童をはじめ自家用車が運転できない人の移動性を確保するために、移動

性を確保しておく必要がある。 

 

オ）市としての公共交通施策の明確化 

 蒲郡市第 4次蒲郡市総合計画には公共交通の明確化が記載されている。 

 そのために公共交通に関して検討する場である法定協議会を設立し、市を含め代表

住民や交通事業者、福祉関連の代表者など数多の関係者の意見を集めながら建設的に

課題解決に最も適した展開策を検討する必要がある。 

 

カ）効率的なシステム展開 

 蒲郡市の財政状況は逼迫している状況にあるため、ニーズに対応した効率的な運行

システムの展開が必要と思われる。 

 そのため、調査結果を参考にしながら、効率的な路線展開を検討する。 

  

キ）上位計画との整合 

 蒲郡市総合計画では、高齢者が利用しやすい交通体系の整備と記載されている。 

＜課題など＞ 

・市北部、特に山間部地域の交通空白地域の存在と早期解消 

・社会資本整備として捕らえた公共交通の確保維持など 

・高齢化が進んだ場合を考慮し、移動制約者の健康で文化的な生活を営むための対策 

 

＜施策１．協議会と連携計画の策定＞ 

対策 1：市民参加による組織作り 

  対策 2：地域公共交通総合連携計画の策定 

 

＜施策２．公共交通の利用促進＞ 

 対策 1:鉄道事業との連携 

 対策 2:バス交通の利便性の向上 

 

＜施策３．交通不便地域の対策＞ 

対策 1：公共交通空白地域の早期解消 

対策 2：公共交通サービスの確保のため、必要に応じて公共交通の支援の実施 
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②コミュニティバスの運行 

 愛知県下の多くの自治体で、交通空白・不便地域の解消を目的としてコミュニティ

バスが運行している。これは誰でも利用することができ、多くの路線では低運賃の運

行で利用者にとっては運賃負担が少ない。蒲郡市ではコミュニティバスの代替策とし

て高齢車割引タクシーチケットを実施しているところであるが、両方を比較した場合

コミュニティバスでは以下の課題が想定される。 

 

■コミュニティバスの運行を想定した場合の課題 

ア）市の負担金の増加可能性と補助率の低下 

 現在のタクシーチケットは年間 1,300 万円程度の運行補助費を負担している。（名

鉄バス東部豊橋西浦線への補助は除く）コミュニティバスは路線長や運行本数により

異なるが 1 路線あたり年間 1,500 万円程度の運行経費がかかり、市全体での路線を設

定した場合、約 5,000 万円程度の運行補助が必要となる可能性がある。 

また、コミュニティバスの場合は、利用者がいない場合でも基本的には定時定路線

で運行されるが（デマンドの場合は除く）、タクシーチケットの場合、利用者に対し

効率的な補助が可能となる。 

 

 イ）利用者の利便性の低下 

 コミュニティバスはダイヤやバス停が決まっており、バス停に行けばバスに乗るこ

とができる。加えて、街のベンチマーク・シンボル的な役割も果たすことが出来る。

一方で、利用者の視点から見るとバス停に行かなければバスに乗ることは不可能であ

り、降車の際もバス停のみ降車可能であるため、目的施設や自宅がバス停から遠い場

合不便となる。 

タクシーチケットであれば、ドアトウドアで移動が可能であるため、利用者にとっ

ては玄関から玄関までの移動が可能であり、身体的・精神的に利便性が高いと考えら

れる。 

 

 ウ）運行エリア的な制約 

コミュニティバスは、利用ターゲットを高齢者や自動車が運転できない交通弱者と

位置づけ、病院や買物など日々の生活に必須である施設と自宅との移動の確保が求め

られることが多い。 

タクシーチケットの結果から判断しても、東西の市境付近から病院や商業施設が多

い蒲郡市中心部まで長距離をタクシー移動している利用も見られるため、コミュニテ

ィバスを運行させた場合も高齢者の日常的な移動として活用される可能性がある。 

一方で、蒲郡市には名鉄西尾・蒲郡線や名鉄バス東部など公共交通が運行されてお
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り市民の貴重な足になっているが、慢性的な赤字続きによる存廃問題も話題に挙がる

ため、安易に新たなコミュニティバスのルートを引いてしまうとこのような公共交通

の存続に悪影響を与える可能性がある。 

したがって、コミュニティバスは現存する公共交通との役割や運行エリアを明確に

すみ分けておき役割分担を行っておく必要がある。 

  

③タクシーチケットの継続・拡充 

 蒲郡市では、現在高齢者へタクシーチケット配布の施策を行っており、検討結果に

よってはこれらの継続、拡充も想定される。 

 

■タクシーチケットを継続した場合の課題 

 ア）利用者の制約 

 現在、70 歳以上の高齢者で、申請した方のみ配布されるものとなっているが、交通

不便者と定義される方には運転免許証を保有できない高校生以下も不便者と定義され、

検討対象とする必要があると考えられる。現行のタクシーチケット制度であると、こ

のような面で利用者の制約がある。 

 

 イ）利用者の費用負担面 

 2 章でまとめたタクシーチケットを見ると、1回の移動で利用者の負担が 1,000 円を

超える地域も多く見られた。特にこの傾向は市の東端や西端で多い傾向がある。タク

シーチケットは移動したい時刻や移動先を選ばない利点があるが、利用者の費用負担

が高くなってしまうことが想定される。 
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④路線バスの活用 

さらに、現在の路線バスの活用についても検討を進める。バスの利用促進施策を、

アンケートや関係者合同の現地調査により共通認識を醸成しながら、コミュニティバ

スではなく路線バスの再生を目指した事例が京都府京丹後市にある。実際に京丹後市

で行われた事例を以下に示す。 

    

 ■背景 

  京丹後市では、路線バス利用者が減少する中で事業者への維持補助額が増加傾向

にあった（年間 8,500 万円）。同じ補助をするなら、乗っていただけるバスに補助

しようということで、検討が始まった。 

■コミュニティバスではなく「路線バス」 

 ・既存のサービス水準を引き継ごうとすると、バス車両の初期投資が膨大になる。

 ・地元に、安価に受託可能な事業者が存在しない 

 ・既存バスの運行事業者は、観光交通も担っており、路線バスを蔑ろにした場合、

観光産業にも悪影響を及ぼす 

 ・路線バスは車体が大きく、コミュニティバスにはないメリットがある。 

■「上限 200円バス」の導入 

  路線バスの再生のため「上限 200 円バス」の取組みを開始するにあたり、平成 17

年に「京丹後市地域公共交通会議」などを設立した。また料金検討については、利

用が想定される（ターゲットになる）高齢者や高校生へ絞りアンケートを行った。

■関係機関の合意形成 

  京丹後市の内部組織として、所管課だけでなく、組織横断的に議論できる場を設

置した。また、公共交通の検討には、移動実態の把握が不可欠であり、地域を熟知

している地方自治体の職員が検討した。また、実際にバスに乗車し変更前のバスが

使いづらかった理由などを把握した。 

■交通事業者との信頼関係 

  交通事業者とも信頼関係を築くところも重要で、バス路線１つ１つに対して必要

性や重要性を検討した。 

■利用促進のための工夫 

  バス停及びバス停留所の増設、バス停の名称変更、フリー乗降区間の設定を行っ

た。また運行サービスでは、増便、パターンダイヤ化、鉄道との連絡強化を行い、

ノンステップバスの導入も行った。 
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 なお②～④の各手法については、①に示したように市民ニーズを踏まえ、法定協議

会において数多の関係者の意見を集めながら実施する必要がある。 

 

 

 

 

■地域に与えた効果 

  実施前の年間 15 万人が、2年目には 30 万人を突破（2倍以上）。高校生が利用で

きるダイヤの変更や定期代の見直しを行い、利用者の 3 割ほどが新規利用者となっ

た。 

■行政の方針 

  公共交通の活性化で重要なことは、運行収支でその価値を判断しないことである。

 赤字は当たり前と考え、まちづくりの面で様々な波及効果を期待する。 

■課題 

  昼間はあまり乗っていない状況であり、日中の買い物客の利用者増が課題となっ

ている。人口が減少する中では、交流人口を拡大しないと公共交通は支えていけな

いため、公共交通を魅力ある商品となるように、地域意識の醸成が必要である。公

共交通が優良な観光資源となるように、そのためにも投資は行政が行う。 

  また鉄道とも連携し、丹後の地域資源を活かしていきたい。丹後地域全体の活性

化を目指すという観点であれば、バスとタクシーで客を奪い合うという発想にはな

らないと考えている。 

  今後は、本格的な高齢化社会の到来にあたり、公共交通の充実に向けた、さらな

る利便性向上策が必要であると認識している。 

 【出典：京丹後市企画総務部企画政策課公共交通係】

出典：バス時刻表＆バスいろいろ 
   コーナー 
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【付録】愛知県内の自主運行バス等の運行状況 

 愛知県内のコミュニティバスの運行実績は次頁のグラフのとおりである。なおグラ

フ作成の資料となった「県内市町村における自主運行バス等の運行状況（平成 24 年 5

月現在）」を付録に付す。 

・平成 24 年 5 月現在、愛知県内において、コミュニティバスは県内 54 市町村のうち

49 市町村（およそ 9割）で運行されている。 

   ・そのうち、コミュニティバスと、特定の施設への送迎バスの両方を運行しているの

は 17市町村であり、また、送迎バスのみを運行しているのは 3市町となっている。 

 ・市町村が自ら有償運送を行っているものは 6 市町村となっている。そのうち、設楽

町、東栄町、豊根村の 3町村は、地域公共交通活性化再生法による法定協議会を共

同で設置し、共同運行をおこなっている。   

  ・道路運送法による地域公共交通会議は 40市町村で 38 会議設置（全市町村の約 

74％）。 

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律による法定協議会は 20 市町村で 18

会議設置（地域公共交通会議と兼ねている）。 

-66-



■愛知県内コミュニティバス運行実態
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■愛知県内コミュニティバス運行実態（豊田市除く）
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■ 愛知県内コミュニティバス運行実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 愛知県内コミュニティバス運行実績（豊田市を除く） 

 豊田市は運行経費を他の自治体と比較した場合、大差が見られるため、経費二番手の

飛島村以降について以下に示す。

※グラフは、以下の数値の和より作成した。 

１．自治体が主体となって乗合事業者に運行を委託しているもの（道路運送法4条許可） 

２．市町村が自ら有償運送を行っているもの（道路運送法 79条登録） 

３．市町村が無償で運送を行っているもの（道路運送法適用外） 
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■ 愛知県内市町村における自主運行バス等の運行状況
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  ■ 愛知県内の市町村における自主運行バスなどの運行状況について

-73-



-74-



 ■市町村が主体となって乗合事業者に運行を委託しているもの（道路運送法 4条許可に 

よる運行） 

 

＜名古屋市・豊橋市・岡崎市＞ 

＜一宮市・瀬戸市＞ 
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＜春日井市・豊川市・津島市＞ 

＜安城市・西尾市・犬山市・江南市・小牧市＞ 
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＜豊田市＞ 
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＜豊明市・日進市・田原市＞ 

＜大府市・知多市・知立市・尾張旭市・高浜市＞ 
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＜みよし市・長久手市・豊山市＞ 

＜清須市・北名古屋市・弥富市＞ 
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＜稲沢市・新城市・東海市＞ 

＜大口町・飛鳥村＞ 
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＜東浦町・南知多町・武豊町・設楽町・東栄町＞ 
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 ■ 市町村が自ら有償運行を行っているもの（道路運送法 79条登録による運行）

＜豊田市・新城市＞ 

＜東郷町・設楽町・東栄町＞ 
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＜豊根村＞ 
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■ 市町村が無償で運送を行っているもの（道路運送法適用外） 

 
＜碧南市・刈谷市・常滑市・新城市＞ 

＜愛西市・大治町・蟹江町＞ 
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＜阿久比町・美浜町・幸田町・設楽町＞ 
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■ 市町村が特定の施設への送迎目的で運行を行っているもの 

＜名古屋市・瀬戸市・豊川市＞ 

＜豊田市＞ 
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＜飛鳥村・阿久比町・美浜町・武豊町・設楽町・東栄町＞

＜蒲郡市・犬山市・常滑市・東海市・知多市・知立市・田原市・北名古屋市・大口町＞ 
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■乗合バス事業者の営業路線に対して市町村が補助しているもの 

 

 

＜豊橋市＞ 

＜一宮市・瀬戸市・半田市・碧南市・刈谷市・豊田市＞ 
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＜岡崎市＞ 
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＜安城市・西尾市・蒲郡市・常滑市・江南市・新城市・東海市＞ 

＜知多市・田原市・蟹江町・南知多町・美浜町・設楽町＞
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■ 隣接市町村に乗り入れているコミュニティバス一覧 

ｃ＜瀬戸市・碧南市・豊田市・安城市・新城市・大府市・知立市

＜東浦市・南知多町・設楽町・東栄町・豊根村＞ 
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＜尾張旭市・高浜市・豊明市・日進市・みよし市・東郷町・長久手市・豊山町・大口町・飛鳥村＞
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